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パーソナルコンピュータの簡易ネットワーク
　　　　　　　　　　　　　装置とその応用について

中村八束＊　中西雅之＊＊　不破泰＊＊

　　　　　　　　（昭和57年10月30i三；受理）

A Simple Network Device for Personal Computers        

　　　　　　　　　　　　　　　　and its Applications

Yatsuka NAKAMURA, Masayuki NAKANISHI and Yasushi FUWA

　　　　　1n　view　of　the　fact　that　many　lilnitations　such　as　compl三cated　commun1catio捻

　　co鍛tro王procedures　have　been　imposed　on　network玉ng　personal　computers鍛ow．　ia　Wide

　　use　as　stand－alone　systems，　a　proposal　of　a　multi・channel　commu鍛icat三〇籍controller

　　（MCC）is　made　which　facilitates　the　construction　of　a　personal　computer　network，

　　a且deva玉uation　of　the　MCC　is　made　from　various　poi且ts　of　view．　The　MCC　a4Qpts

　　the　RS232C　i職terface　nofmaly　equ玉pped　on　persona王computers，　and　its　cdm即unica．

　　tion　control　progra搬is　desigRed　to　allow　each　peripheral　computer　to　communica亡e

　　with　the　host　computer　without　being　conscious　of　protocols，　sσthat　the　service

　　under　the瓢CC　may　not　be　occupied　by　some　specif五。　peri．pheral　computers．　In　actual

　　co環municatio且s，　each　data　received　from　a　peripheral　computer　is　tra蹴sformed

　　圭nto　a　packet　format　and　transmitted．to　tlle　host　computer，　whereas　the　packet：

、received　from　the　hos七computer　is　tra箆s騰itted　to　a　spec節。　peripheral　computer　in．㍉

　　accord　with三ts　header．　The　MCC　enab王es　us　tG　construct　various　networks　depe疏ding

　　on　application　progranls　of　the　host　computer．　Prograrnm玉ng　methods　for　the　host

　　co撚puter　are　proposed　and　limitations　on　the　performance　of　MCC　are　estlmated

　　with　so黒e　cases．　Two　apPlication　examples　of　MCC　are　embodied　in　the　hotel－reser－

　　vation　system　and　the　quality　inspectio∬systeln　in　a　factory．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　ま　え　が　き

　　近年パーソナルコンピュータは性能の向上，小型化，操作の容易さ，汎用性そして周辺

機器の充実などにより，工場，事務所，研究所など広い分野で，さまざまな用途に使用さ

れている．この様にパーソナルコンピュータの普及はめざましいものの現在その多くは単
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体のシステムとして使用されている．しかしパーソナルコンピュータが各分野において果

たす役割は大きく，価値の高いものとなっており，またそれぞれのハード，ソフト，デー

タ等のリソースの共同利用が望まれ，それによる大きな利点も期待できる．

　そこでパーソナルコンピュ扁タによる簡易ネットワークを構成するための簡易多チャン

ネル通信制御装置（以下MCCと略す）を提案し，これを製作し，この機能の評価を行った．

さらに実際に簡易ネットワ～クを構成する際の方法とその応用例を考えた．このMCCは

汎用性が高くさまざまな形態のネットワークを簡単に構成することができる．

2　厳CCの　概　要

　MCCの概要を以下に簡単に述べる．

　周辺コンピュータから受信したデータはひとまずバッファに蓄える．そしてCR（Car－

riage　Return＞コードを受信したとき蓄えられたデータをホストコンピュータへ繊書する。

またBreak信弩を受信したときはそのことをホストコンピュータへ知らせる，複数の周

辺コンピュータからのデータをホストコンピュータへ出力するときは待ち行列を作って順

番に出力する．その場合，待っている間にさらにいくつかのCRコードを周辺コンピュー

タから受ける場合もある．しかし出力はBreak信号のときを除いてCRコードまでを一

単位として行なう，待ち行列の優先順位はバッファ内のCRコードの数が多いほど，また

以前から蓄えられているデータほど高くなる様に決められる．またBreak信号は最優先

で出力する．この待ち行列はその時々のデータの受信に応じて常にダイナミックに順番が

変わる様に考慮されている。ホストコンピューータへ出力するデータは簡単なパケットの形

をしている．そのパケットの構成はF三g．1に示す通りである．

　データはCRコードを含まない255文字以下の任意の長さの列であり，そのうしろに

CRコードを付ける．ヘッダのObit目から4b三t臼までが周辺コンピュータ番号を表わ

す．5bit目はうしろに付けたCRコードがデータの一部であり，データとして有効なの

か，単なる終端コードであり，データとして無効なのかを示す．なおMCCからホストコ

ンピュータへの出力では，バッファにCRコードが蓄えられているとき出力が行われるた

め，このbitは必ず0である．6b三t目はBreak信号を昌二1力することを示すのに用いる．

HEAD…二R DA望A CR

　　　　　　、、
　　　　　　　、、
76543210

一て＝L＿P。dph。。ah。曲。。

　　　　0：Last　CR　code　enab工e
　　　　l31，ast　CR　code　disenaも1e

　　　　O：Bτeak　signaエdisenable
　　　　l：Break　signa：L　enab工e

Fig．1．　Packe亡f◎rma亡．



パーソナルコンピュータの簡易ネットワーク装置：とその応用について 33

Break信号はコードではないためデータ

として表わすことができず，このbitを

設けた．ホストコンピュータからの要

求で周辺翼ンピュータ側に出力される

Break儒号をFig．2（a）に示す．周辺コ

ンピュータからのBreak信号は2char－

acter分以上“L”にすることによって

っくられる．これをFig．2（b）に示す．

　ホストコンピュータがMCCを通して

周辺コンピュータにデータまたはBreak

信号を送信する場合はこの逆のことが行

われる．ホストコンピュータはMCCに，

MCCがホストコンピュータに出力する

パケットと同じ形式のパケットを｝」ゴカす

る．MCCはこのパケットのヘッダを見

（a）　＜r一一一今
　　　　　：L46ロIs　（min．）

（b）　＜←＿＿＿＿＿＿＿＿今

　　　　　2　byte　space

Fig．2．　Break　sig鷺al£or田ats．

　（a）Break　sig且al　format　from　MCC　to

　　periphera！sent　at　a　request　fromもhe

　host　computer．
　（b）Break　signa王format　from　periph－

　　eral　to　MCC．

て指定された周辺コンピュータにヘッダの5，6bit臼で指定された形式に従い，データま

たはBreak信号を出力する．

3　ハードウェアの構成

　MCCのハードウェアの設計にあたり次の点を重視した．

　1）汎用性をもつこと。つまり周辺コンピュータとして接続するパーソナルコンピュー

タの機種またはシステム構成に依存せず，伝送方式，伝送速度などの制約を可能な限り少

なくする．このため通儒はパーソナルコンピュータのインターフェースとして標準化して

いるRS232Cを使用した．

　2）種々のシステムの要素として利用できるように小型化する．

　3）使用する周辺コンピュータの台数にあわせてチャンネル数の増減ができるように，

CPU

8085

16鼠RO｝！

SYST跡蛋 BUS

RS　232C　：【／F Rs232c　工／F　一・r－　Rs232c　工／F

RS　232C

Fig．3．　Asyste靴block　diagram．
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8チャンネルを1モジュールとした。

　MCCの・・一ドウェアはCPU都，メモリ部，　RS232Cインターフェ晶ス部から構成さ

れている．Fig．3にブロック図を示す．　CPU部は，試作品の場合は8085CPUを中心に

構成されているがZ80CPUでも可であり，2．45MHzのクロック周波数で使桐した（Z80

CPUの場合は4MHzまたは6M｝玉z）．　メモリ都は通信制御プログラム用のROM16K

byteと，　RAM！7K　byteから成る．　RS232Cインターフェース部は最大で24ポート実

装でき，．それぞれデータの直並列変換のためのインターフェース（USART）とRS232C

のドライバとレシー・バから成っている．また各ポートの伝送速度はディップスイッチによ

り，150，300，600，！200，2400，4800，9600，19200baudから任意に選択できる（ただ

し高速のモードではソフト的にサポー・トできないことがある）．Break信号はボーレイト

発振回路を用いて作成した．なおMCCのRS232Cのコネクタは，データ通信装置側で
ある．

　また各回線の状態を調べるためのテストモーゼのプログラムを装備した．これは電源

立ち上げ時にテストスイッチを押していることによって設定できるようになっており，

MCCに接続されているそれぞれのコンピュータから送信を行うと，　MCCはその送信さ

れたデータのコードに1を想えてデータを送り返す。

　以下にRS232Cインターフェースボードのブロック図とコネクタ接続図をFig．4と

F三9．5に示す．

4　ソフトウェアの概要

　MCCには最大23台の周辺コンピュータと1台のホストコンピュータからそれぞれ独立

にデータが入力される．そのため顛CCのプログラムでは状態遷移法1）を用いて各処理が

並列に実行される様にした．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

溜⇒ DEC◎D旦R

RS232C
cR：［VER

A8◎

cB7

cBO

qD
�lS宏∫

bLK

　　＿CS

b／D　τxD

@　　　RTS

c7　　D宏R

cO　　RxD
@　　　CTS

qD　　DSR
vR
qST　τxC
bLK：　RxC

RS232C
qEd巳工VER

USART
BAUD　RATE
fENERATOR

BAU鋤哀ATE
rEL鴛CTOR

To
RS232C

CO㎜CTOR

F1g．4．　Ablock　diagram　for　the　RS232C王nterface．
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　周辺コンピュータからの入力を

処理するPSM（Procedural　State

Machlne　1＞参照　タスクの様な

もの）は各周辺コンピュータに対

し一つづつ用意されている．この

PSMは周辺コンピュータからの

入力データをそのコンピュータに

対し用意されている256byteの

容：量をもつバッファに入れる．そ

して入力データがCR　コードか

Break信号ならば優先順位を計算

して待ち行列に入れる．バッファ

が一杯になったときはDTR（デ

ータ端末レディ信号〉を‘‘L”にし

て周辺コンピュータにそのことを

知らせる．一方バッファの内容を

ホストコンピュータへ出力する

PSMを用意する．このPSMは
待ち行列の先頭にあるバッファの

内容をCRコードまでヘッダを

付けて繊記する．またこれらの

PSM　とは別に時閥を管理する

PSMがあり，以前から蓄えられ

ているデータが入っているバッフ

ァの優先額位が高くなる様にして

いる．

　ホストコンピュータからの入力

を処理するPSMを一つ用意する．

O
り

儀
。
臼

℃
μ
“
o
ρ
①
σ
o
ゴ
旧
μ
①
ρ
償
“
O
N
o
「
創
◎
Q
蛋

H

Pia球。． 宏OP Back

50 G想D G冠D

48 CLK
47 300b 150b
44 RS讐OUT
4ヱ 600b

4◎ 1200b
39 2400b

38 4800b
37 9600b
36 19200b

33 DB◎

32 DB1
31 DB2
30 BREAK DB3
29 DB4
28 D歴A D85

27 1）86

26 DB7

17 ABO
16 AB1
15 AB2
14 AB3
13 AB4
12 AB5
ユヱ AB6

工0 AB7
9 一WR 　　　閣ｰ0盈
一8 ㎜

5 一12V 一工2V

4 ＋工2V 十12V
3 牽5V ＋5V

2 G麗D GND
1 GHゆ G麟D

Fig．5．　An　edge　signal　arrangement　for　the

　RS232C　interface　board．

このPSMはホストコンピュータからの入力をそのヘッダに従いそれぞれの周辺コンピュ

ータ用のバッファに入れる．この周辺コンピュータ用のバッファは固定されたものではな

く，その使用頻度に応じて全体で8K：byteのメモリを32　byteを一単位としてダイナミ

ックに割り当ててゆく方式を取った．8Kbyteのメモリがすべて割り当てられバッファ

が一杯になりそうなときは，ホストコンピュータに対するDTR儒号を“L”にしてその

ことを知らせる．一方各周辺コンピュータに対し一つずつ，ζのバッファの内容を周辺コ

ンピュータに出力するPSMを用意する．このPSMはその周辺コンピュータに割り当て

られたバッファの内容を次々に出力していき，バッファー単位ごとにその内容をすべて出

力したとき，そのバッファを解放する．

　以上述べた各PSM，周辺コンピュータ，ホストコンピュータ，バッファの関係を図示

するとFig．6の様になる．
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　、

．、

l
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V
l

弊PSM5

PS皿

PS冠5

仁⇒〔＝コ
　　　　Hosこ　co口1P●

MCC

　　　Fig．6．　A　c◎nstruction◎f　software．

PSM1：to　process　received　data　from　peripherals。

PSM2：to　transmit　data　to　host。

PSM3：time　cORtrol．

PSM4：to　process　received　data　fro燃host．

PSM5：to　transmit　data　to　periphera王s．

　なおデータの入出力時においてReady信号であるDTR信号の取り扱いは次の様にし

た．MCCが周辺コンピュータ，ホストコンピュータにデータを出力する際は必ずDTR

信号が“H”，つまり相手がReady状態であることを確かめ，　DTR信号が“L”のとき

は出力しない．一方MCCは原則として自己のDTR信号を“L”にしない．つまり常に

入力可の状態にしておく．そして上で述べた通り周辺コンピュータ用バッファが一杯にな

ったときはその周辺コンピュータ用のDTR信号を“L”にし，またホストコンピュータ

用バッファは8Kl　byteのメモリがすべて割り当てられたとき’ホストコンピュータ用の
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DTR信号を“L”にする．周辺コンピュータがDTR信号が“L”のときでもデータを送

ってきたときは，それまでのデータを破棄してそのデータをバッファに入れる．またホス

トコンピュータがDTR信号が“L”のときにさらにデータを送ってきたときは，バッフ

ァが完全に一杯になるまで入力データをバッファに入れていき，一杯になった以後ほ入力

データを無視する．

　　　　　　　　　　　　　　　　5機能の評価

　MCCの機能について評価を以下に行なう．

　種々の状態でMCCと周辺コンピュータ間のデータが決して文字落ちせずに送受信でき

る最高伝送速度をMCCの通儒処理プログラムの必要ステート数を胴いて求めた．

　なおホストコンピュータとMCC間の通信は4800　baudで行なうものとした．

　また本装羅ではCPUに8085を2．45MHzのクロック周波数で使用したが，　CPUに

Z80を4MHzと6MHzのクロック周波数で使用した場合についても合わせて以下に示す．

Table　1．　Relat三Qn　between　c1Qck　freque且cy　and　baud　rate．

CPU

8085

Z80

Z80

Clock
freque篇cy

2．45M蕪z

　4MHz
　6M薮z

Baud　rate　between
host　comp．　and　MCC

5255　baud

8276baud

12415baud

Baud　rate　between
per玉pheral　comp．　and　MCC

891baud
1453baud

2180baud

13aud　rat二e

　（ba慧d）

　　　6000

5000

4000

3000

2000

1000

0

○

O
　O
　O

⑨

　⑲⑧

　　㊥

○O

　o　　O

⑧⑧

　⑱

OZ80CPU　6MHz
幽Z80CPU　　4酬z

△8085CPU　2．45MHz

○
　○○○

　　　　　　⑳
△△△△　　⑱④④⑧

　　　△△△
　　　　　　△△△△△

OOOO
　　　OOOO
　　　　　　　OOO
㊥④⑧⑧

　　　⑧⑧⑧翻㊥⑭⑪

△△△△△△△△△△△

　　　　　　　　　　0　　　　　　　　工0　　　　　　　20

　　　　　　　　　　　　The　Rumber。f　peripheraエ。・叩・

Fig．7．　Relation　between　baud　rate　and　the　number　of　periphera玉comp．

　　which　are　transmitting　data　to　MCC　and　rece圭v加g　data麦ro撮MCC．
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　1）周辺コンピュータ23台すべてが入出力を行う場合

　周辺コンゼユータ23台とホストコンピュータのすべてが入出力を連続的に行う場合のホ

ストゴンピュータと23台の各周辺コンピュータ聞のそれぞれの最高伝送速度をTable　1に

示す．

　2）23台の周辺コンピュータのうち一都の周辺コンビュー・タだけが入出力を行う場合

　23台の周辺コンピュータのうち一部の周辺コンピュータが入出力を連続的に行い，残り

の周辺コンピュータが全く入出力を行わない場合，入出力を行う周辺コンピューータの数と

最高伝送速度の関係をFig．7に示す．

　3＞23台の周辺コンピュータのうち一部の周辺コンピュータだけが入力（出力はせずに）

　　を行う場合

　23台の周辺コンピュータのうち一部の周辺コンピュータが入力だけを連続的に行ない，

残りの周辺コンピュータが全く入出力を行わない場合，入力を行う周辺コンピュータの数

老最高伝送速度の関係をFig．8に示す，

　4）動作する周辺コンピュータが22台以下の場合

　MCCはシステム起動時に周辺コンピュータに接続されているチャンネル数を検査し，

それらだけをサポートする．これにより，接続されている周辺コンピュータの台数により

伝送速度をより速くすることができる（具体的には不要なインターフェースボードを抜く

か」またはインターフェースボード上のUSARTを抜いておく）．接続されている周辺コ

ンピュータのすべてが入出力を連続的に行う場合，周辺コンビ，ユータの台数と最：高伝送速

度の関係をFig．9に示す．

Baud　rat二e
　（baud）

　　6000

5000

40QO

3000

2000

1000

0

　　　　　　　　OZ80CPU　　6MHz
O
　O　　　　　　　　　　儘準Z80CPU　　4MHz

　O　　O　　　O　　　　　　△8085CPU　2．45MHz
　　　　OQ
　　　　　OOO
　　　　　　　　OOO

⑭％％％⑧○○○・
秩E・．。。

　　　　　　　　　O　　　　　　　　lO　　　　　　　　20

　　　　　“　　　　望〔he　nu珊ber　of　periphera工comp．

Fig．8．　Relation　between　baud　rate　and　the　number　of　periphera1とomp．

　，・which．are　transmi亡thユg　data　to　MCC．
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Baud　rat：e
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　△　　　⑧　　　oO

　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　0　　　　　　　　10　　　　　　　　20

　　　　　　　　　　　　τhe　number　of　periphera工　comp．

Fまg．9．　Relation　betwee且baud　rate　and　the獺mber　of　peripheral　comp．

　w塾ich　are　supPorted．

6　パーソナルコンピュータネットワークへの瓢CCの応用

MCCをパーソナルコンピュータネットワークに応用することについて述べる．まずそ

のために必要なホストコンピュータのプログラムの一般的な考え方について述べ，次に具

体的な例としてホテル予約システムと品質検査システムについて述べる．

　6－1ホスト篇ンピュータの応用プ隣グラムと状態遷移法

　MCCは汎用性に寓んだネットワーク装置であり，ホストコンピュータのプログラムに

より，さまざまなネットワークを簡単に組むことができる．そのため，MCCを利用した

ネットワークの機能と性能はホストコンピュータのプログラムに大きく左右される．一般

に各周辺コンピュータからホストコンピュータへ送られるデータはそれぞれ独立して送幽

される．そしてそのデータに対して行うべき周辺コンピュータごとの処理は並列に処理さ

れなければならない．そのため，ホストコンピュータのプログラムも状態遷移法を利用す

るのが簡単で効果的である，その具体的な利用例は6－2で述べる．
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C（0，1）：True

C（1，1，1）

C（1，1，2）

　／顧1，1，2）

W（0，1）：To　clear　all　bu仔er。

　C（1，1，1）：No　received　data

　C（1，1，2）：Received　data

W（1，1，2）：The　peripheral　number　is　com・

　　　　puted　by　hea（1er　of　received　data；

　　　　玉f　its　bufεer　呈s　ernpty，　received

　　　　data　are　stored　there．

Fig．10．　A　state　transitioll　d圭agram　for

　　the　data　input　PSM．

曾PSM工N
巽PSM工N

　G揖」工醤十lGOTO　氏：［冠0，嚢工Nl

索INO

　JKEY誕l
　FOR　K錫O　TO．．　NUMBER－1

　　w＄（K）＝1ロl

　NEXT　K
　RETURN
灯餌1
　1F　LOC（工）＝O　THEN　RETびRN

　LINE　INPUT　ガ1，Q＄

　cN＝AsC（LEFT＄（Q＄，1））　A翼D　＆RlF

　工F　W串（C蕊）〈〉四　鷲　TH｝三醤　R冠望URN

　w＄（CN）臨R1二G狂丁＄（Q＄2LIN（Q串）一1）

　R冠宏URN

Fig，王1．　A　progra拠for　the　data　i諏put

　PSM　wr三tten　in　BAS王C。

　次にホストコンピュータのプログラ

ムのうち基本的なMCCとの入出力部

について述べる．Fig．10はMCCか

らデータを受信するPSMである．そ

してこのPSMを具体的に日本電気

PC8801のN8ビBASICで書いたもの

をFig．11に示す．なおここでPC8801

のRS232Cポートは＃1チャンネル
にオープンされているものとする．ま

たここでNUMBER々こは周辺コンピ

ュー ^の数（≦23台）が入っており，

JINにはこのPSMの状態が入ってい
る．

　このPSMはMCCから送られたパ
ケット化されたデータをヘッダから計

算した周辺コンピュータ番号により，

それぞれの周辺コンピュータごとに用

意されたバッファに入力するものであ

る．ただしバッファが空でなければ入

力は行わない．このPSMを利用する

ときは，バッファが空であれば対応す

る周辺コ．ンピュータからの入力はない

と，また空でなければ入力はあったと

判断すればよい．そしてバッファ内の

データを読んだら，パヅファを空にし

ておく．

　次に嗣じくN88－BASICで書いたホ

ストコンピュータからMCCへの出力

ルーチンをFig．12，　K9ほ3に示す．

Fig．12はCRコードが有効なもので，

Flg．13は無効なものである．またこ

こで1には送りたい周辺コンピュータ

番号が，A＄には送出するデータが入

HEAD鵠＆HAO　OR工

PR工NT　霧1，CHR＄（H冠AD）；A串；C麗R＄（工3）

RETUR翼

　Flg．12．　Output　routine（e鉦ective　CR

　　code）．

㎜）識＆h800R工

PR工餌丁　誰1参C恕＄（HEAD）；A＄；CHR＄（13）

R冠τURN

Fig．13．　Output　routine（ineffective　CR

　　code）．
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っているものとする．

　6－2例1　ホテル予約システム

　MCCをパーソナルロンピュータのネットワークに応用する具体例として，簡単なホテ

ル予約システムを考える。このシステムは，ホストコンピュータに各月日の空部屋情報を

持たせ，周辺コンピュ｝タから部屋の予約が対話形式でできる様にしたものである．予約

するときは周辺コンピュータから“Q”を入力して，以後メッセージに答えていくだけで

よい．ホストコンピュータのプログラムはMCCからの入力用PSMと，各周辺コンピ

ュータ毎の処理用PSMから成る．入力用PSMは6近で説明したPSMを用いた．処

理用PSMはFig．14に示す．これは周辺コンピュータ番号i用のPSMである．

C（0，0） Cα，1，工） C（2，2）

◎　c（o，工）1w（0・1）
1

C（工，2）！W（工，2）
2

C（工，0）／W（1，0） C（工，1，2）／W（工9192）

C（2，0）／W（2，0）

C（0，0）3　幡（i）ギ貫Q鯉
C（O，1）　：　　W＄（二）躍。。Q．唇

W（0，ユ）：　W＄（i）＝・’川，Tra臓s威こto　peripheraΣco職P．“騨HE冠曾。

C（1，ユ．1）　＝W＄（i）ロ。川

C（1．1，2）　：　工npuこ　eτ麗roご

W（1，ユ．，2）　：　T＝a“s皿it　ヒ。　peτipheral　co顕P．　弱εRROBL璽。

C（1，2）：

W（1，2）書

C（2，2）：

C（2，0）：

W（2，0）：

C（1，0）＝

W（工，0）＝

Fig．14．

W＄（i）k川．＆　There　are　some　τoo鵬

W＄（i）：露鯉e㌔　Ask　Co．peτ三pheτal　comp・　騨闘AM巳？　TεL。？響：1、

w＄（i）讐M馨

w＄（i）戦貿1露

Reseτve　a　どooロ　，　Transロ雌t、　roo皿No●　to　peτipher塗1　co田P．

w＄（i）k“’¢＆Theごe　aτe　no　roo田

Traτ匙sm■t　匙。　peripheral　coロΨ．　OlF｛∫LL。。　，　WS（i）＝篇曜。書e

Astate　transitio捻diagram　for　the　hote玉一reservatlon　syste搬PSMl

　6－3例2　品質検査システム

　A社では従来製品の晶質検査のため，製品の大きさ，厚さなどのデータをFig．15に示

すように，種々の測定器で測定し，その結果を読み取り，そのデータを手作業でコンピュ

ータに入力して製贔の検査表を作成していた．この作業を自動化するため，Fig．16に示

すように測定器とパーソナルコンピュータを接続し，これらをMCCを用いてホストコン

ピュータに接続してネットワークを構成した．

　このシステムでは，各測定器は接続しているコンピュータのプログラムに拠って測定を
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行い，その結果をCRTで確認，編集を行ない，その製贔番号，測定の項目，測定データ

をMCCを通してホストコンピュータへ送出する．ホストコンピュータは受信した製品番

号，測定項目に従いデータをフロッピィディスクに格納する．また各測定器に接続したパ

ーソナルコンピュータは，ホストコンピュータから測定，製撮についての情報を受信する

ことができ，効率的に検査が行える．

7　ま と め

　パーソナルコンピュータの簡易ネットワークを構成するための装置MCCを考え，製作

し，機能の評価を行い，実際にこの装遣を使胴する際の方法について述べ，応用例を示し

た．この装概によるネットワークは簡易であるために，広汎な応用分野をもち従来の大型

機を要したオンラインシステムの分野にも適用可能であると思われる．
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